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㈲ＭＭ製作所
自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

小 野 里 建 築
小野里　勝　敏

阿賀野市六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8
TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://www.hokuetsu-metal.com/

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地　TEL0254-99-2618

安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

阿賀グリーン
〒959-4605  阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理

渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

株式会社

ひとと人をつなぐ総合建設業

さけ・さくらます放流状況

編集後記

～東蒲原とともに 創業七十二年～

株式会社

総合建設業

三川土建
〒959-4606
新 潟 県 東 蒲 原 郡 阿 賀 町 五 十 沢 4023
TEL0254-99-3584　FAX0254-99-3822

㈲ 太 陽 自 動 車
お 車 の こ と な ら

〒959-2221

新潟県阿賀野市保田907

各種自動車販売・整備・板金・塗装
建 設 機 械 修 理 ・ 定 期 点 検

TEL0250-68-3930 FAX0250-68-3931

㈱ 遠 清 商 事
信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動

本　社

新潟営業所

 〒959-2221 新潟県阿賀野市保田908
TEL(0250)68-2744  FAX(0250)68-3923
〒950-0141 新潟市江南区亀田工業団地2丁目2528-39-2
TEL(025)385-9188

建設業許可（特-25）第12146号
建設業許可（般-25）第12146号
新潟県運輸局新自貸第83号

産廃収集運搬業 1501033134
産 廃 処 分 業 1521033134

地域と共に
　　　誠心誠意

閑
話
休
題

齋藤左官工業

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4878-11

TEL(0250)68-3166 FAX(0250)68-5020

株式会社

左官工事・タイル工事

代表取締役 齋 藤　正 人

【さけ】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

130,215

29,856

10,071

79,960

89,560

25,319

10,071

249,889

624,941

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀野市新保 右岸

阿賀町五十沢 名知阿美橋

阿賀町五十島 耕地橋

五泉市川内地区 赤里堰堤

五泉市水戸野頭首工下流

阿賀野市百津地区

阿賀野市沢田地内

新潟市秋葉区 満願寺閘門下流

R3.2.27

R3.2.27

R3.2.27

R3.3. 3

R3.2.26

R3.3.28

R3.2.27

R3.3. 3

阿賀野川

新 谷 川

五十母川

仙 見 川

早 出 川

安 野 川

都辺田川

小阿賀野川

合 計

【さくらます】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

9,504

494

3,993

11,041

25,032

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀町五十沢、古館地区

阿賀町行地地区

阿賀町五十島地区

五泉市水戸野地区

R3.4.21

R3.4.21

R3.2.27

R3.4.21

新谷川

行地川

五十母川

早出川

合　計

ご協賛ありがとうございました。御社のご繁栄をお祈り致します。（阿賀漁協役員一同）

令和３年度第五種放流計画及び実績
【アユ】

放流月日

R3.5.31/6.7

R3.6.7
R3.6.7
R3.6.7
R3.6.7

R3.6.8

R3.5.31/6.8
R3.6.8
R3.6.8

放流場所

阿賀町新谷、古館、細越
五十沢、川口 
阿賀町下綱木  
阿賀町中ノ沢  
阿賀町谷沢  
阿賀町五十島地  
阿賀町津川、白崎、五十島
五泉市馬下、論瀬
五泉市小面谷、松野  
五泉市杉川
五泉市夏針  

河川名 放流量

魚  種 義務放流量 委託放流量 放流月日

R3.11月

R3.10月

R3.10月

R3.5.21

R3.7.16

R3.10月

※阿賀漁協分のみです。他に阿賀野川水系遊漁券協議会分
　があります。

新 谷 川

綱 木 川
中ノ沢川
谷 沢 川
五十母川

阿賀野川

早 出 川
杉 川
仙 見 川
合　計

ふ な

にじます

い わ な

や ま め

か じ か

もくずがに

319

20
20
40
20

150

121
30
30
750

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

105

85

6,435

7,150

1,387

28

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

14

10

6,000

6,000

102

10

お と り 店
販　売　店 住　所 電話番号

長 谷 川 お と り

鮎久（五十嵐おとり）

阿賀町広谷甲

阿 賀 町 細 越

0254-95-2819

090-1533-9666

【内訳】
中間育成分648㎏、委託分102㎏　計750㎏
（義務放流272㎏、組合自主放流189㎏、
川内地区自主放流32㎏、三川地区自主放流70㎏、
阿賀町助成84㎏　計648㎏　委託分102㎏）

遊漁証販売はこちらで
販　売　店 住　所 電話番号

025-377-1008

025-241-5765

025-243-0232

0250-22-0960

025-271-6776

0254-27-2639

0250-58-6815

0250-42-5471

0250-43-6718

0250-43-1530

0250-62-2717

0250-68-5588

0254-92-7312

0254-94-1177

0254-94-5955

0254-99-2620

0242-83-2713

0242-22-0028

0242-29-2153

本間釣具店　黒崎店

上 州 屋 新 潟 店

風 間 釣 具 店

高 橋 釣 具 店

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店

鈴 木 釣 具 店

藤 井 釣 漁 具 店

せ い の 屋

セブンイレブン五泉論瀬店

セブンイレブン五泉船越店

関 口 釣 具 店

セブンイレブン阿賀野保田店

セブンイレブン阿賀三川店

セブンイレブン下越津川店

ファミリーマート津川平堀店

ヤマザキショップみかわ中嶋店

山 内 釣 具 店

物 井 釣 具 店

上州屋キャンベル会津若松店

新潟市西区山田

新潟市中央区

新潟市中央区

新潟市秋葉区

新 潟 市 東 区

聖 籠 町 蓮 野

五 泉 市 村 松

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 船 越

阿賀野市北本町

阿賀野市保田

阿 賀 町 石 間

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 白 崎

福島県会津坂下町

福島県会津若松市

福島県会津若松市

河
川
懇
談
会
要
望

＊
令
和
三
年
度
＊

国
へ
の
要
望

•

自
然
再
生
や
環
境
整

備
に
配
慮
し
た
工
事

•

早
出
川
と
阿
賀
野
川

と
の
出
合
地
点
に
膨

脹
す
る
堆
積
砂
の
除

去

•

小
阿
賀
野
川
の
樋
門
、

閘
門
に
魚
道
の
設
置

•

渡
場
床
固
め
に
近
代

的
魚
道
の
設
置

•

カ
ワ
ウ
の
棲
み
か
に

な
っ
て
い
る
樹
木
伐

採
等
の
整
備

•

護
岸
工
事
完
了
後
の

残
骸
の
撤
去
（
草
水
、

釣
浜
地
区
）

新
潟
県
へ
の
要
望

•

早
出
川
ダ
ム
の
夏
期

の
適
正
な
貯
水
量
確

保
と
生
態
系
が
保
持

で
き
る
流
量
の
放
水

•

河
川
工
事
に
お
い
て
、

大
石
を
残
す
な
ど
、

魚
に
や
さ
し
い
環
境

整
備

•

農
業
・
集
落
排
水
の

汚
濁
水
流
入
防
止
策

•

農
業
用
頭
首
工
の
魚

道
整
備
改
善

•

安
野
川
の
護
岸
が
高

い
た
め
川
辺
へ
の
降

り
口
の
設
置

　
広
報
紙
「
鱗
河
」
の
編
集
委
員
長
と
し
て
六
年

間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
十

五
号
を
最
後
に
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長
　
佐
久
間
　
勇
夫
）

（明治後期～大正期、提供：田辺修一郎氏）

　
第
六
十
二
回
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
議
案
異
議
な
く
承
認

　
理
事
選
挙
二
十
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
職
五
名
新
人
五
名
が
当
選

　
サ
ク
ラ
マ
ス
春
操
業
資
源
保
護
の
た
め
三
年
間
中
止
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
別
項
特
集
記
事
）

　
組
合
活
性
へ
　
新
役
員
抱
負
を
述
べ
る

　
理
事
の
役
割
　
更
に
細
分
化
へ

　
令
和
元
年
新
潟
県
内
水
面
振
興
計
画
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
設
置
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
県
が
設
置
し
て

い
る
が
本
県
は
未
設
置
で
あ
っ
た
。

　
小
生
が
最
も
重
要
視
し
た
の
が
、
「
河
川
環
境
の
保
全
」
で
あ
っ
た
。
従
来
の
河
川
法
に
は
な
か
っ
た

が
、
平
成
に
入
っ
て
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
設
置
は
名
ば
か
り
で
何
ら
運
用
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
思
う
。
鮭
マ
ス
の
遡
上
に
活
気
を
見
せ
、
踊
る
ア
ユ
の
銀
鱗
に
歓
喜
し
た
昭
和
は
遠
く
な
っ
た
。

　
河
川
の
自
然
環
境
は
、
こ
の
九
十
年
間
で
大
き
く
変
貌
し
た
。
水
量
日
本
一
と
言
わ
れ
た
大
河
も
些
か

色
あ
せ
た
が
、
県
振
興
計
画
に
も
「
河
川
環
境
の
保
全
」
が
謳
わ
れ
た
。
水
量
の
極
端
な
減
少
か
ら
、
河

床
の
自
然
耕
耘
が
行
わ
れ
ず
目
詰
ま
り
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
産
卵
床
の
活
性
と
ア
ユ
の

エ
サ
で
あ
る
藻
の
活
性
も
極
め
て
低
い
状
況
に
あ
る
。
自
然
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
に
、
大
昔

に
取
り
決
め
た
契
約
を
今
の
環
境
下
で
適
用
し
て
い
て
は
、
阿
賀
野
川
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
近

代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
多
面
化
し
て
い
る
。
ダ
ム
の
運
用
規
定
を
見
直
し
、
現
況
に
あ
っ
た
運
用
に
か

え
る
に
は
県
が
先
頭
に
立
ち
、
未
来
永
劫
河
川
が
人
々
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
「
阿
賀

野
川
振
興
計
画
」
の
推
進
を
図
っ
て
戴
く
こ
と
を
切
に
念
願
し
た
い
。 

（
寄
稿
／
元
振
興
計
画
策
定
委
員
・
村
山
賢
二
）

　会津と東蒲原の森林は宝の宝庫であった。昭和三十年代後半までは材木の運

搬は「筏」であった。新潟港には一週間ほどで下り、材木は日本の高度成長に

大きく貢献した。一方「揚川船」は、新潟港より、米・塩・たんぱく源など生

活必需品を上流へ運び、津川港から陸送で、会津地方に届けた。以後、物流は

鉄道へ陸路へと移り、昭和四十年初頭にはその役目を終えていった。

　６月22日に東蒲原漁協と合同調査として実施した。ダムゲートが余剰水

を放流することから、アユ、鮭マス類の遡上魚が余剰水に集まり、これをカ

ワウやサギ等が飽食している現場を視察し、このままでは放流事業が成り立

たないことから、新たな魚道の設置や、群れ魚の一括採捕から

上流へ汲み上げ放流など要望した。しかし、これに係る費用負

担や魚道設置には後向きの対応だった。川はいつの世も時代に

翻弄される。

内
水
面
振
興
計
画
は
ど
う
か
機
能
し
て
い
る…

。

揚川ダム遡上障害を視察

懐かしき阿賀の風物詩

仙見川 夏針 河川公園
アユの放流（R3.6.8）

アユ放流、岩谷ふ化場

安野川　百津地区
サケの放流（R3.3.28）

サケ稚魚放流
水戸野頭首工下流（R3.2.26）

　阿賀流域の物産を集荷し、各施設で加工販売へ。

鍵は、集荷システムか。組合員の全面的協力が不

可欠。具体的計画スケジュールは、新役員会の決

定を受け実施へ。スタートは９月中旬頃を目指し

ています。

昨年は試し、今年が本番…？

新たな取り組み紹介

　組合では、新しい若い組合

員を募っています。

　皆さんの参加で、阿賀野川

の未来をつくってください。

　清流阿賀は、日本一の大河

です。

　女性の方大歓迎です。

☎0254－99－1031

新しい時代の
組合づくりに

参加しませんか !!

新規
組合員
募集

真剣に、慎重に、投票!! 24年ぶりの選挙になった。これが活性への起爆剤となれと願う組合員も真剣な眼差しをおくる。
 （五泉市福祉会館 2021．6．20）

東北電力関係者と現地調査

岩越鉄道沿岸風景 + 小松の逆帆（阿賀野市小松）津川町の川港に集積された筏・奥は麒麟橋

鮭マス漁業従事者の激減による地先の維持は、組合最大の懸案!!

※組合員の減少した地先や空き地先へ、組合員なら（地区の同意）誰でも入漁できるよう、新しい操業形態の構築にそろ

そろ取り掛からなければならない。それは、空いた地先へ、他団体が河川保護の名目で、漁業権を取得したい動きも聞

かれる中、早めの対応が必要であると思う。

祖先から受け継いだ川文化の継承は、我々流域住民の責務として、後世に贈らなければならない。 （管理委員会）



鱗　　　　　　河 第１５号（3） 鱗　　　　　　河 （2）第１５号

令和２年度収支決算の概要（450千円の黒字）

令和３年度収支予算の概要（前年度対比　1,849千円増）

（単位：千円）

組合員799人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

雑収入、預金利子

退職功労金他

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受 入 行 使 料

受 入 手 数 料

受 入 入 漁 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

雑収益・その他

特別積立金戻入

合　　計

5,593

3,796

104

164

315

933

7,536

2,056

986

874

22,357

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

支 払 賦 課 金

増 殖 経 費

小阿賀野川増殖負担金

五種義務放流費

施 設 費

減 価 償 却 費

雑 費

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

退職給与費等

法 人 税 等

合　　計

6,748

824

945

589

448

86

70

957

711

440

466

5,379

3,564

500

180

21,907

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、60周年記念式典、連絡員手当等

公租公課、県内水面漁連賦課金

サケ15万尾、サクラマス1.8万尾稚魚代

信濃川漁業協同組合

＠1,200×798名（阿賀野川水系遊漁券協議会）

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金他

退職金

法人税

（単位：千円） （単位：千円）

賦 課 金

特別賦 課 金

受 入行使 料

受 入手 数 料

受 入 入漁料

受 入補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

販売事業（販売・手数料）

そ の 他

合 計

5,355

3,194

104

115

300

933

7,500

2,368

800

281

20,980

組合員765人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

生鮭、鮭加工品、イクラ等

雑収入、預金利子

人 件 費

旅費交通費

事 務 費

業 務 費

支払賦課金

増 殖 経 費

施 設 費

減価償却費

加工事業直接費

繁殖保護費

事業外費用

法 人 税

予備費、その他

合 計

6,481

800

865

632

406

88

738

440

200

5,525

3,801

180

824

20,980

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、連絡員手当等

県内水面漁連賦課金

サクラマス稚魚代8,000尾

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

加工品職員、工員等労務費他

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金

事業繰出金他

第62回通常総代会開催
　全議案異議なく承認される

【収入】 【支出】

◆予算との比較

科　　目 科　　目金　額 金　額摘　　　　要

科　　目 金　額 摘　　　　要 科　　目 金　額 摘　　　　要

収　　　入 支　　　出

摘　　　　要

収入

支出

賦課金7千円減、特別賦課金219千円減、受入入漁料185千円減、
漁業補償金963千円減、雑収益786千円増

人件費79千円増、旅費交通費89千円増、事務費40千円減、業務費68千円減
繁殖保護費270千円減、事業外費用722千円減

※新たに販売事業（鮭加工品、イクラ等）として、阿賀流域の物産を集荷し、

　利活用から、財源化する。

24年ぶりに理事選挙が行われ新たに10名の新理事が誕生しました。

■
管
理
委
員
長
就
任
の
挨
拶

佐
久
間
　
宏

■
増
殖
委
員
長
就
任
の
挨
拶

阿
部
　
信
裕

■
広
報
委
員
長
就
任
の
挨
拶

林
野
　
　
昇

■
組
合
長
就
任
の
挨
拶

代
表
理
事

　村
山
　
賢
二

組
　
合
　
長

　
　村
山

　賢
二
／
下
条

副

組

合

長

　
　藤
田

　正
明
／
横
越

管
理
委
員
会

　◎
佐
久
間

　宏
／
三
川

　○
遠
山

　
　清
／
安
田

　
　小
澤

　新
一
／
川
内

　
　齋
藤

　與
一
／
新
関

　
　井
上

　淳
一
／
安
田

　
　村
山

　賢
二

増
殖
委
員
会

　◎
阿
部

　信
裕
／
三
川

　○
鶴
巻

　政
春
／
川
内

　
　林
野

　
　昇
／
馬
下

　
　藤
田

　正
明

　
　村
山

　賢
二

監
　
　
　
事

　◎
星

　
　義
孝
／
下
条

　
　佐
久
間
勇
夫
／
谷
花

部
会
長
（
代
表
者
）

補
償
交
渉
部
会

　
　井
上

　淳
一

河
川
監
視
部
会

　
　佐
久
間

　宏

阿
賀
の
里
物
産
部
会

　
　遠
山

　
　清

一
括
採
捕
採
卵
部
会

　
　藤
田

　正
明

ふ
化
場
管
理
運
営
部
会

　
　阿
部

　信
裕

遊
漁
券
販
売
協
議
会
部
会

　
　鶴
巻

　政
春

広
報
委
員
会

　◎
林
野

　
　昇

　
　佐
久
間

　宏

　
　阿
部

　信
裕

　
　藤
田

　正
明

　
　村
山

　賢
二

新
役
員
及
び
構
成

　
流
れ
の
源
を
福
島
県
に
も
ち
、
新
潟
県
を

流
れ
て
日
本
海
に
注
ぐ
全
長
二
一
〇
㎞
の
阿

賀
野
川
は
、
信
濃
川
と
と
も
に
肥
沃
な
越
後

平
野
を
つ
く
っ
た
。
豊
か
な
水
量
と
穏
や
か

な
流
れ
は
、
時
に
氾
濫
し
自
然
の
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
豊
か
な
土
壌
を
作
り
、
余
り

あ
る
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

　
私
の
人
生
に
は
い
つ
も
こ
の
川
が
あ
っ
た
。
子
供
の
こ

ろ
は
泳
ぎ
、
生
き
物
を
捕
ま
え
、
最
高
の
遊
び
相
手
だ
っ

た
。
私
の
子
供
た
ち
も
こ
こ
で
遊
ん
だ
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
遊
び
相
手
を
、
次
の
世
代
に
も
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　
こ
の
度
理
事
及
び
増
殖
委
員
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
の
初
心
者
で
す
が
組

合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
監
視
体
制
と
増
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ケ
は
増
殖
事
業
が
軌
道
に
乗
り
放
流
数
も
多
く
成
り
回

帰
率
も
一
定
の
数
値
を
得
て
い
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
は
生

態
に
未
知
の
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
放
流
数
が
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
他
の
魚
類
と
同
様
に
増
殖
事
業
に
取

り
組
み
、
一
匹
で
も
多
く
放
流
し
阿
賀
野
川
が
魚
類
の
宝

庫
に
成
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
広
報
委
員
長
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
「
林
野
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
鱗
河
十
六
号
」
か
ら
広
報
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
な

が
ら
、
組
合
員
の
皆
様
に
阿
賀
野
川
漁
業
協
同
組
合
の
取

組
活
動
や
現
状
等
に
つ
き
ま
し
て
、
お
知
ら
せ
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
賀
野
川
漁
業
協
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
四
年
ぶ
り
の
理
事
選
挙
が
行

わ
れ
、
役
員
構
成
も
、
大
き
く
変
わ

り
、
新
し
い
阿
賀
漁
協
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
し
か
し
、
山
積
す
る
諸
問
題
は
枚
挙
に
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
な
か
引
き
続
き
組
合
長
の
選
任
を
戴
き
ま
し
た
。

　
こ
の
重
責
を
全
う
す
る
べ
く
第
三
次
改
革
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
減
少
・

義
務
増
殖
費
の
負
担
増
・
若
年
層
の
川
離
れ
・
サ
ケ
マ
ス
漁
か
ら
の
撤
退
等
、
何
一
つ

明
る
い
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
諦
め
は
愚
か
者
の
結
論
と
申
す
通
り
、
打
開
に
は
三
次
改
革
の
目
玉
で
あ

る
「
阿
賀
流
域
の
豊
か
な
産
物
の
加
工
・
販
売
」
等
々
に
力
点
を
お
い
た
運
営
に
努
め

る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
・
総
代
・
役
員
・
職
員
各
位
の
英
知
を
戴
き
な
が
ら
責
務
を
果
た
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
次
改
革
に
存
亡
が
か
か
る

地
区
の
活
動
か
ら

　下
条
地
区
の
取
組
み

　
下
条
地
区
で
は
、
毎
年
ア
ユ
の
解
禁
と
合
わ
せ
て
、
本
流
、

支
流
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。
も
う
十
五
年
以
上
続
け
て

い
ま
す
。
今
回
（
六
月
十
九
日
）
は
、
久
し
ぶ
り
に
渓
流
の

密
漁
監
視
を
行
い
ま
し
た
。「
五
十
母
川
班
」
と
、「
長
谷
川
班
」

と
に
分
か
れ
早
朝
五
時
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
生
憎
の
雨
も

関
係
し
て
か
、
釣
り
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
十
母
班
は
、

先
の
豪
雨
に
よ
り
決
壊

し
た
法
面
修
復
と
、
県

道
三
川
～
旧
村
松
間
の

橋
梁
工
事
現
場
も
視
察

い
た
し
ま
し
た
。
重
機

や
資
材
が
散
乱
し
て
い

て
少
し
乱
雑
な
現
場
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
八
月
中
に

本
流
を
中
心
に
、
ア
ユ

の
密
漁
監
視
を
行
う
予

定
で
い
ま
す
。

（
下
条
地
区
活
動
か
ら
）

河
川
美
化
活
動
と
密
漁
監
視
か
ら

　
三
・
四
年
前
ま
で
は
、
阿
賀
野
川
最
大
の
カ
ワ
ウ
の
営
巣
は
、

旧
鹿
瀬
町
に
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
下
流
域
に
移
り
、
現
在
は
阿

賀
浦
橋
上
流
域
や
早
出
川
上
流
域
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
こ
の

営
巣
か
ら
本
流
の
中
州
に
食
事
に
来
る
の
で
あ
る
。

　
対
策
と
し
て
、
猟
友
会
に
駆
除
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
国

県
か
ら
く
る
助
成
金
は
微
々
た
る
も
の
で
、
組
合
が
足
し
前
を

し
て
対
応
し
て
い
る
。
本
来
、
カ
ワ
ウ
も
害
魚
も
組
合
が
増
や

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま

り
組
合
は
被
害
者
で
あ
る
。

被
害
者
で
あ
る
組
合
が
そ
の

駆
除
等
の
経
費
を
負
担
す
る

の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
日

本
固
有
の
水
鳥
の
保
護
政
策

が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
を
認

め
、
河
川
関
係
者
に
対
し
、

補
償
と
対
策
に
係
る
経
費
の

負
担
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

村
山
組
合
長

（
元
新
潟
県
内
水
面
漁
場

　
管
理
委
員
会
委
員
）

カ
ワ
ウ
被
害…

外
来
魚
被
害
？

誰
の
せ
い…

　問題にされている、本流と新谷川の放流比率についてのご意見に反

論する気は毛頭ありませんが、新谷川と常浪川は、遊漁券売り上げの

主たるもので、五種義務放流経費に充当しています。放流経費をここ

から支出している以上売上の一定確保は、運営上やむを得ません。し

かし、放流比率に対しては何が正解かは結論が出ていません。戴いた

ご意見を参考に令和四年度のアユ放流計画の参考としたいと考えてお

ります。

　新谷川の放流量には、放流河川を限定した阿賀町助成分と三川地区

自主放流分、連合会分を含めると、確かに比率は大きくなりますが、

町と地区の放流には地先河川への思いがこもっているもので、総量比

で簡単に計れるものではないと考えております。いずれにしても、事

前の説明が不十分であったことは反省し、今後に活かして参ります。

（放流過多か否を検討） （増殖委員会）

　昨年秋に、小阿賀野川で発生した鮭の密漁については、操業停止３

年、当該組合には５日間の入網の停止と厳しい処置をとったが、発見

者からは、常習性が高い。反省していない。等々、なお厳しい処置を

要望されている。

　この事件の背景には、五種共同漁業権による小阿賀野川への入漁許

可がある。河川が信濃川水系に当たることから、信濃川協議会の同意

を戴く中で漁をしているもので、そもそも、ここに入漁しなければや

やこしいことにならない。今後は、このことも踏まえ議論を急ぎ結論

を出したい。 （管理委員会）

密漁処分が生ぬるい！！密漁処分が生ぬるい！！

サクラマス操業中止の経緯と
当組合の今後の対応

なぜアユは大きくならないのか…活性も？

　追わない。型が小さい。阿賀は最低だ！近年の釣り人の苦情

はこればっかりである。正確なことは専門家に聞いても明確

な答えは無い。ならばと当組合の「アユ研究博士」に聞いてみ

た。昭和30年～40年頃の水量は毎秒300トン。現在の水量は、約

180トンていど水不足は明白である。更に、水量が減ることか

ら自然耕耘行われないうえに、先の福島新潟豪雨による濁水

が今も続いている。このことから太陽光が河床に届かず藻が

光合成しないのである。つまり、アユのエサがないのだ。更に、

ダムの放水も限られている。このことから放水による河床耕

耘が頻繁におこなわれないのである。しからばどうするか…。

春先の気温を下げ雪水が地下に浸透させればよいが、これは

到底無理だ。最後の手立ては、90年も前に結んだダム運用規定

を見直す以外にないと思うが。前述したように、河川の環境が

大きく変貌しているのに、遠い昔の契約に縛られている以上、

阿賀は限りなく川の死骸になってしまうことを予言する。

 （アユ博士論）

●サクラマス操業中止の経緯

　２月末に下流組合より、サクラマスの操業中止要請が組合

に届いた。サクラマスの捕獲量は近年壊滅的であるので、協

力してほしいとの内容であった。趣旨には賛同するが、いか

にも性急すぎることと、当組合の総代会が６月であることか

ら、承認の上実施したいと回答したが受け入れられなかった。

後に、県も協議に加わり再度次年度以降の実施を訴えたが、

三単協の賛成の元押し切られる形となった。

●サクラマス増殖計画

　会議の中で県水産課から

も、中止した場合の効果の

検証から増殖はしてほしい

との話があり、この件につ

いては四単協は同意した。

しかし、連合会から増殖に

ついては連合会も行いたいと話を挟んだ。どこの水域でやる

のかとの問いには「阿賀漁協」を考えていると答えた。鮭マ

スは、共同漁協権と異なり、新潟県がその事業の必要性を認

めた場合、操業は可能となっている。しかし、同じ水域での

捕獲はトラブルに発展する懸念もあるので、操業許可の否に

ついては、県の慎重な対応を求めたい。

●増殖委員会の考え

　サクラマスの保護は待ったなしであることは明白であり、

実施はやむを得ない。増殖については、連合会も実施したい

との考えのようであるが、同じことを同一河川で行えばトラ

ブルは避けられない。委員会としては、阿賀漁協が親魚を捕

獲し、連合会（二単協）のふ化場で育て放流するのも一つの

方法と考えている。費用負担など双方の調整がカギとなるが、

取り組む価値はあると思うが。 （金子　元増殖委員長）

アユ放流は適正か総会の声から

総
会
の
声
か
ら

総代会全景

　このたび、村山代表理

事組合長が新潟県内水面

漁場管理委員会委員とし

ての永年の功績により、

水産庁長官から全国表彰

を受けました。

新型コロナ感染症拡大のため、
県庁水産課内で表彰状授与

水産庁長官から全国表彰 Ｒ3．７．21

五十母川災害復旧工事現場（R3．6．19）

三川支部猟友会のみなさん
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令和２年度収支決算の概要（450千円の黒字）

令和３年度収支予算の概要（前年度対比　1,849千円増）

（単位：千円）

組合員799人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

雑収入、預金利子

退職功労金他

賦 課 金

特 別 賦 課 金

受 入 行 使 料

受 入 手 数 料

受 入 入 漁 料

受 入 補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

雑収益・その他

特別積立金戻入

合　　計

5,593

3,796

104

164

315

933

7,536

2,056

986

874

22,357

人 件 費

旅 費 交 通 費

事 務 費

業 務 費

支 払 賦 課 金

増 殖 経 費

小阿賀野川増殖負担金

五種義務放流費

施 設 費

減 価 償 却 費

雑 費

繁 殖 保 護 費

事 業 外 費 用

退職給与費等

法 人 税 等

合　　計

6,748

824

945

589

448

86

70

957

711

440

466

5,379

3,564

500

180

21,907

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、60周年記念式典、連絡員手当等

公租公課、県内水面漁連賦課金

サケ15万尾、サクラマス1.8万尾稚魚代

信濃川漁業協同組合

＠1,200×798名（阿賀野川水系遊漁券協議会）

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金他

退職金

法人税

（単位：千円） （単位：千円）

賦 課 金

特別賦 課 金

受 入行使 料

受 入手 数 料

受 入 入漁料

受 入補 助 金

指導事業雑収益

稚魚代（さけ・あゆ等）

販売事業（販売・手数料）

そ の 他

合 計

5,355

3,194

104

115

300

933

7,500

2,368

800

281

20,980

組合員765人×7,000円

さけ・さくらます特別賦課金・増殖協力金

やな、釣堀、小阿賀野川増殖負担金

申請手数料

遊漁証売上配分金

カワウ・外来魚駆除対策費、阿賀町補助金等

漁業補償金

新潟県買上、県内水面漁連買上

生鮭、鮭加工品、イクラ等

雑収入、預金利子

人 件 費

旅費交通費

事 務 費

業 務 費

支払賦課金

増 殖 経 費

施 設 費

減価償却費

加工事業直接費

繁殖保護費

事業外費用

法 人 税

予備費、その他

合 計

6,481

800

865

632

406

88

738

440

200

5,525

3,801

180

824

20,980

役員報酬、職員、臨時職員給料等

旅費交通費

消耗品費、通信費、リース料等

会議費、連絡員手当等

県内水面漁連賦課金

サクラマス稚魚代8,000尾

光熱費、施設管理費等

事務所、ウライ施設、岩谷ふ化場

加工品職員、工員等労務費他

アユ等稚魚代金、サケ、マス、アユ飼育経費

サケ卵代・雄代、監視員手当、カワウ駆除費

漁業補償金地区返還金

事業繰出金他

第62回通常総代会開催
　全議案異議なく承認される

【収入】 【支出】

◆予算との比較

科　　目 科　　目金　額 金　額摘　　　　要

科　　目 金　額 摘　　　　要 科　　目 金　額 摘　　　　要

収　　　入 支　　　出

摘　　　　要

収入

支出

賦課金7千円減、特別賦課金219千円減、受入入漁料185千円減、
漁業補償金963千円減、雑収益786千円増

人件費79千円増、旅費交通費89千円増、事務費40千円減、業務費68千円減
繁殖保護費270千円減、事業外費用722千円減

※新たに販売事業（鮭加工品、イクラ等）として、阿賀流域の物産を集荷し、

　利活用から、財源化する。

24年ぶりに理事選挙が行われ新たに10名の新理事が誕生しました。

■
管
理
委
員
長
就
任
の
挨
拶

佐
久
間
　
宏

■
増
殖
委
員
長
就
任
の
挨
拶

阿
部
　
信
裕

■
広
報
委
員
長
就
任
の
挨
拶

林
野
　
　
昇

■
組
合
長
就
任
の
挨
拶

代
表
理
事

　村
山
　
賢
二

組
　
合
　
長

　
　村
山

　賢
二
／
下
条

副

組

合

長

　
　藤
田

　正
明
／
横
越

管
理
委
員
会

　◎
佐
久
間

　宏
／
三
川

　○
遠
山

　
　清
／
安
田

　
　小
澤

　新
一
／
川
内

　
　齋
藤

　與
一
／
新
関

　
　井
上

　淳
一
／
安
田

　
　村
山

　賢
二

増
殖
委
員
会

　◎
阿
部

　信
裕
／
三
川

　○
鶴
巻

　政
春
／
川
内

　
　林
野

　
　昇
／
馬
下

　
　藤
田

　正
明

　
　村
山

　賢
二

監
　
　
　
事

　◎
星

　
　義
孝
／
下
条

　
　佐
久
間
勇
夫
／
谷
花

部
会
長
（
代
表
者
）

補
償
交
渉
部
会

　
　井
上

　淳
一

河
川
監
視
部
会

　
　佐
久
間

　宏

阿
賀
の
里
物
産
部
会

　
　遠
山

　
　清

一
括
採
捕
採
卵
部
会

　
　藤
田

　正
明

ふ
化
場
管
理
運
営
部
会

　
　阿
部

　信
裕

遊
漁
券
販
売
協
議
会
部
会

　
　鶴
巻

　政
春

広
報
委
員
会

　◎
林
野

　
　昇

　
　佐
久
間

　宏

　
　阿
部

　信
裕

　
　藤
田

　正
明

　
　村
山

　賢
二

新
役
員
及
び
構
成

　
流
れ
の
源
を
福
島
県
に
も
ち
、
新
潟
県
を

流
れ
て
日
本
海
に
注
ぐ
全
長
二
一
〇
㎞
の
阿

賀
野
川
は
、
信
濃
川
と
と
も
に
肥
沃
な
越
後

平
野
を
つ
く
っ
た
。
豊
か
な
水
量
と
穏
や
か

な
流
れ
は
、
時
に
氾
濫
し
自
然
の
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
豊
か
な
土
壌
を
作
り
、
余
り

あ
る
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

　
私
の
人
生
に
は
い
つ
も
こ
の
川
が
あ
っ
た
。
子
供
の
こ

ろ
は
泳
ぎ
、
生
き
物
を
捕
ま
え
、
最
高
の
遊
び
相
手
だ
っ

た
。
私
の
子
供
た
ち
も
こ
こ
で
遊
ん
だ
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
遊
び
相
手
を
、
次
の
世
代
に
も
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　
こ
の
度
理
事
及
び
増
殖
委
員
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
の
初
心
者
で
す
が
組

合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
監
視
体
制
と
増
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ケ
は
増
殖
事
業
が
軌
道
に
乗
り
放
流
数
も
多
く
成
り
回

帰
率
も
一
定
の
数
値
を
得
て
い
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
マ
ス
は
生

態
に
未
知
の
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
放
流
数
が
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
他
の
魚
類
と
同
様
に
増
殖
事
業
に
取

り
組
み
、
一
匹
で
も
多
く
放
流
し
阿
賀
野
川
が
魚
類
の
宝

庫
に
成
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
広
報
委
員
長
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
「
林
野
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
鱗
河
十
六
号
」
か
ら
広
報
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
な

が
ら
、
組
合
員
の
皆
様
に
阿
賀
野
川
漁
業
協
同
組
合
の
取

組
活
動
や
現
状
等
に
つ
き
ま
し
て
、
お
知
ら
せ
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
賀
野
川
漁
業
協
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
十
四
年
ぶ
り
の
理
事
選
挙
が
行

わ
れ
、
役
員
構
成
も
、
大
き
く
変
わ

り
、
新
し
い
阿
賀
漁
協
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
し
か
し
、
山
積
す
る
諸
問
題
は
枚
挙
に
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
な
か
引
き
続
き
組
合
長
の
選
任
を
戴
き
ま
し
た
。

　
こ
の
重
責
を
全
う
す
る
べ
く
第
三
次
改
革
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
の
減
少
・

義
務
増
殖
費
の
負
担
増
・
若
年
層
の
川
離
れ
・
サ
ケ
マ
ス
漁
か
ら
の
撤
退
等
、
何
一
つ

明
る
い
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
諦
め
は
愚
か
者
の
結
論
と
申
す
通
り
、
打
開
に
は
三
次
改
革
の
目
玉
で
あ

る
「
阿
賀
流
域
の
豊
か
な
産
物
の
加
工
・
販
売
」
等
々
に
力
点
を
お
い
た
運
営
に
努
め

る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
・
総
代
・
役
員
・
職
員
各
位
の
英
知
を
戴
き
な
が
ら
責
務
を
果
た
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
次
改
革
に
存
亡
が
か
か
る

地
区
の
活
動
か
ら

　下
条
地
区
の
取
組
み

　
下
条
地
区
で
は
、
毎
年
ア
ユ
の
解
禁
と
合
わ
せ
て
、
本
流
、

支
流
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。
も
う
十
五
年
以
上
続
け
て

い
ま
す
。
今
回
（
六
月
十
九
日
）
は
、
久
し
ぶ
り
に
渓
流
の

密
漁
監
視
を
行
い
ま
し
た
。「
五
十
母
川
班
」
と
、「
長
谷
川
班
」

と
に
分
か
れ
早
朝
五
時
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
生
憎
の
雨
も

関
係
し
て
か
、
釣
り
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
十
母
班
は
、

先
の
豪
雨
に
よ
り
決
壊

し
た
法
面
修
復
と
、
県

道
三
川
～
旧
村
松
間
の

橋
梁
工
事
現
場
も
視
察

い
た
し
ま
し
た
。
重
機

や
資
材
が
散
乱
し
て
い

て
少
し
乱
雑
な
現
場
で

は
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
八
月
中
に

本
流
を
中
心
に
、
ア
ユ

の
密
漁
監
視
を
行
う
予

定
で
い
ま
す
。

（
下
条
地
区
活
動
か
ら
）

河
川
美
化
活
動
と
密
漁
監
視
か
ら

　
三
・
四
年
前
ま
で
は
、
阿
賀
野
川
最
大
の
カ
ワ
ウ
の
営
巣
は
、

旧
鹿
瀬
町
に
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
下
流
域
に
移
り
、
現
在
は
阿

賀
浦
橋
上
流
域
や
早
出
川
上
流
域
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
こ
の

営
巣
か
ら
本
流
の
中
州
に
食
事
に
来
る
の
で
あ
る
。

　
対
策
と
し
て
、
猟
友
会
に
駆
除
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
国

県
か
ら
く
る
助
成
金
は
微
々
た
る
も
の
で
、
組
合
が
足
し
前
を

し
て
対
応
し
て
い
る
。
本
来
、
カ
ワ
ウ
も
害
魚
も
組
合
が
増
や

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま

り
組
合
は
被
害
者
で
あ
る
。

被
害
者
で
あ
る
組
合
が
そ
の

駆
除
等
の
経
費
を
負
担
す
る

の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
日

本
固
有
の
水
鳥
の
保
護
政
策

が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
を
認

め
、
河
川
関
係
者
に
対
し
、

補
償
と
対
策
に
係
る
経
費
の

負
担
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

村
山
組
合
長

（
元
新
潟
県
内
水
面
漁
場

　
管
理
委
員
会
委
員
）

カ
ワ
ウ
被
害…

外
来
魚
被
害
？

誰
の
せ
い…

　問題にされている、本流と新谷川の放流比率についてのご意見に反

論する気は毛頭ありませんが、新谷川と常浪川は、遊漁券売り上げの

主たるもので、五種義務放流経費に充当しています。放流経費をここ

から支出している以上売上の一定確保は、運営上やむを得ません。し

かし、放流比率に対しては何が正解かは結論が出ていません。戴いた

ご意見を参考に令和四年度のアユ放流計画の参考としたいと考えてお

ります。

　新谷川の放流量には、放流河川を限定した阿賀町助成分と三川地区

自主放流分、連合会分を含めると、確かに比率は大きくなりますが、

町と地区の放流には地先河川への思いがこもっているもので、総量比

で簡単に計れるものではないと考えております。いずれにしても、事

前の説明が不十分であったことは反省し、今後に活かして参ります。

（放流過多か否を検討） （増殖委員会）

　昨年秋に、小阿賀野川で発生した鮭の密漁については、操業停止３

年、当該組合には５日間の入網の停止と厳しい処置をとったが、発見

者からは、常習性が高い。反省していない。等々、なお厳しい処置を

要望されている。

　この事件の背景には、五種共同漁業権による小阿賀野川への入漁許

可がある。河川が信濃川水系に当たることから、信濃川協議会の同意

を戴く中で漁をしているもので、そもそも、ここに入漁しなければや

やこしいことにならない。今後は、このことも踏まえ議論を急ぎ結論

を出したい。 （管理委員会）

密漁処分が生ぬるい！！密漁処分が生ぬるい！！

サクラマス操業中止の経緯と
当組合の今後の対応

なぜアユは大きくならないのか…活性も？

　追わない。型が小さい。阿賀は最低だ！近年の釣り人の苦情

はこればっかりである。正確なことは専門家に聞いても明確

な答えは無い。ならばと当組合の「アユ研究博士」に聞いてみ

た。昭和30年～40年頃の水量は毎秒300トン。現在の水量は、約

180トンていど水不足は明白である。更に、水量が減ることか

ら自然耕耘行われないうえに、先の福島新潟豪雨による濁水

が今も続いている。このことから太陽光が河床に届かず藻が

光合成しないのである。つまり、アユのエサがないのだ。更に、

ダムの放水も限られている。このことから放水による河床耕

耘が頻繁におこなわれないのである。しからばどうするか…。

春先の気温を下げ雪水が地下に浸透させればよいが、これは

到底無理だ。最後の手立ては、90年も前に結んだダム運用規定

を見直す以外にないと思うが。前述したように、河川の環境が

大きく変貌しているのに、遠い昔の契約に縛られている以上、

阿賀は限りなく川の死骸になってしまうことを予言する。

 （アユ博士論）

●サクラマス操業中止の経緯

　２月末に下流組合より、サクラマスの操業中止要請が組合

に届いた。サクラマスの捕獲量は近年壊滅的であるので、協

力してほしいとの内容であった。趣旨には賛同するが、いか

にも性急すぎることと、当組合の総代会が６月であることか

ら、承認の上実施したいと回答したが受け入れられなかった。

後に、県も協議に加わり再度次年度以降の実施を訴えたが、

三単協の賛成の元押し切られる形となった。

●サクラマス増殖計画

　会議の中で県水産課から

も、中止した場合の効果の

検証から増殖はしてほしい

との話があり、この件につ

いては四単協は同意した。

しかし、連合会から増殖に

ついては連合会も行いたいと話を挟んだ。どこの水域でやる

のかとの問いには「阿賀漁協」を考えていると答えた。鮭マ

スは、共同漁協権と異なり、新潟県がその事業の必要性を認

めた場合、操業は可能となっている。しかし、同じ水域での

捕獲はトラブルに発展する懸念もあるので、操業許可の否に

ついては、県の慎重な対応を求めたい。

●増殖委員会の考え

　サクラマスの保護は待ったなしであることは明白であり、

実施はやむを得ない。増殖については、連合会も実施したい

との考えのようであるが、同じことを同一河川で行えばトラ

ブルは避けられない。委員会としては、阿賀漁協が親魚を捕

獲し、連合会（二単協）のふ化場で育て放流するのも一つの

方法と考えている。費用負担など双方の調整がカギとなるが、

取り組む価値はあると思うが。 （金子　元増殖委員長）

アユ放流は適正か総会の声から

総
会
の
声
か
ら

総代会全景

　このたび、村山代表理

事組合長が新潟県内水面

漁場管理委員会委員とし

ての永年の功績により、

水産庁長官から全国表彰

を受けました。

新型コロナ感染症拡大のため、
県庁水産課内で表彰状授与

水産庁長官から全国表彰 Ｒ3．７．21

五十母川災害復旧工事現場（R3．6．19）

三川支部猟友会のみなさん
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㈲ＭＭ製作所
自動車内外装用品製造

住所／阿賀町細越236番地
TEL0254(99)2841 FAX(99)2862

小 野 里 建 築
小野里　勝　敏

阿賀野市六野瀬13 3 1
TEL 0250-68-4699

新築・増改築等のご相談承ります。
お気軽にお申し付け下さい。

FUJITA・YOKOGOSHI

〠950-0208 新潟市江南区横越中央2-10-8
TEL 025-385-1177

代表　藤田　正明

製造・販売元 HOKUETSU
北越産業株式会社
〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4612-1　TEL0250-68-2423/FAX0250-68-2512
ホームページ公開中 ▶▶  http://www.hokuetsu-metal.com/

新築・リフォーム
土木工事・外構工事・解体工事等

ご相談承ります。お気軽にお申し付け下さい。

株式会社 新栄建設
阿賀町谷沢1040番地　TEL0254-99-2618

安心を包み　生活を彩る

阿 賀 野 市 小 松 576
TEL 0250-68-4535

阿賀グリーン
〒959-4605  阿賀町細越665－1
　　　　　TEL(0254)99-2725
　　　　　FAX(0254)99-3557

有限会社

総合造園・緑化工事・施行

一般土木・芝維持管理

渡 辺 建 設
〒959-2217 新潟県阿賀野市新保201番地
TEL(0250)68-1050　FAX(0250)68-5366

株式会社

ひとと人をつなぐ総合建設業

さけ・さくらます放流状況

編集後記

～東蒲原とともに 創業七十二年～

株式会社

総合建設業

三川土建
〒959-4606
新 潟 県 東 蒲 原 郡 阿 賀 町 五 十 沢 4023
TEL0254-99-3584　FAX0254-99-3822

㈲ 太 陽 自 動 車
お 車 の こ と な ら

〒959-2221

新潟県阿賀野市保田907

各種自動車販売・整備・板金・塗装
建 設 機 械 修 理 ・ 定 期 点 検

TEL0250-68-3930 FAX0250-68-3931

㈱ 遠 清 商 事
信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動信頼　研鑚　感動

本　社

新潟営業所

 〒959-2221 新潟県阿賀野市保田908
TEL(0250)68-2744  FAX(0250)68-3923
〒950-0141 新潟市江南区亀田工業団地2丁目2528-39-2
TEL(025)385-9188

建設業許可（特-25）第12146号
建設業許可（般-25）第12146号
新潟県運輸局新自貸第83号

産廃収集運搬業 1501033134
産 廃 処 分 業 1521033134

地域と共に
　　　誠心誠意

閑
話
休
題

齋藤左官工業

〒959-2221 新潟県阿賀野市保田4878-11

TEL(0250)68-3166 FAX(0250)68-5020

株式会社

左官工事・タイル工事

代表取締役 齋 藤　正 人

【さけ】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

130,215

29,856

10,071

79,960

89,560

25,319

10,071

249,889

624,941

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀野市新保 右岸

阿賀町五十沢 名知阿美橋

阿賀町五十島 耕地橋

五泉市川内地区 赤里堰堤

五泉市水戸野頭首工下流

阿賀野市百津地区

阿賀野市沢田地内

新潟市秋葉区 満願寺閘門下流

R3.2.27

R3.2.27

R3.2.27

R3.3. 3

R3.2.26

R3.3.28

R3.2.27

R3.3. 3

阿賀野川

新 谷 川

五十母川

仙 見 川

早 出 川

安 野 川

都辺田川

小阿賀野川

合 計

【さくらます】

河川名 放流尾数 放流場所 放流月日

9,504

494

3,993

11,041

25,032

尾

尾

尾

尾

尾

阿賀町五十沢、古館地区

阿賀町行地地区

阿賀町五十島地区

五泉市水戸野地区

R3.4.21

R3.4.21

R3.2.27

R3.4.21

新谷川

行地川

五十母川

早出川

合　計

ご協賛ありがとうございました。御社のご繁栄をお祈り致します。（阿賀漁協役員一同）

令和３年度第五種放流計画及び実績
【アユ】

放流月日

R3.5.31/6.7

R3.6.7
R3.6.7
R3.6.7
R3.6.7

R3.6.8

R3.5.31/6.8
R3.6.8
R3.6.8

放流場所

阿賀町新谷、古館、細越
五十沢、川口 
阿賀町下綱木  
阿賀町中ノ沢  
阿賀町谷沢  
阿賀町五十島地  
阿賀町津川、白崎、五十島
五泉市馬下、論瀬
五泉市小面谷、松野  
五泉市杉川
五泉市夏針  

河川名 放流量

魚  種 義務放流量 委託放流量 放流月日

R3.11月

R3.10月

R3.10月

R3.5.21

R3.7.16

R3.10月

※阿賀漁協分のみです。他に阿賀野川水系遊漁券協議会分
　があります。

新 谷 川

綱 木 川
中ノ沢川
谷 沢 川
五十母川

阿賀野川

早 出 川
杉 川
仙 見 川
合　計

ふ な

にじます

い わ な

や ま め

か じ か

もくずがに

319

20
20
40
20

150

121
30
30
750

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏
㎏
㎏
㎏

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

105

85

6,435

7,150

1,387

28

㎏

㎏

尾

尾

尾

㎏

14

10

6,000

6,000

102

10

お と り 店
販　売　店 住　所 電話番号

長 谷 川 お と り

鮎久（五十嵐おとり）

阿賀町広谷甲

阿 賀 町 細 越

0254-95-2819

090-1533-9666

【内訳】
中間育成分648㎏、委託分102㎏　計750㎏
（義務放流272㎏、組合自主放流189㎏、
川内地区自主放流32㎏、三川地区自主放流70㎏、
阿賀町助成84㎏　計648㎏　委託分102㎏）

遊漁証販売はこちらで
販　売　店 住　所 電話番号

025-377-1008

025-241-5765

025-243-0232

0250-22-0960

025-271-6776

0254-27-2639

0250-58-6815

0250-42-5471

0250-43-6718

0250-43-1530

0250-62-2717

0250-68-5588

0254-92-7312

0254-94-1177

0254-94-5955

0254-99-2620

0242-83-2713

0242-22-0028

0242-29-2153

本間釣具店　黒崎店

上 州 屋 新 潟 店

風 間 釣 具 店

高 橋 釣 具 店

ト ビ ヌ ケ 新 潟 店

鈴 木 釣 具 店

藤 井 釣 漁 具 店

せ い の 屋

セブンイレブン五泉論瀬店

セブンイレブン五泉船越店

関 口 釣 具 店

セブンイレブン阿賀野保田店

セブンイレブン阿賀三川店

セブンイレブン下越津川店

ファミリーマート津川平堀店

ヤマザキショップみかわ中嶋店

山 内 釣 具 店

物 井 釣 具 店

上州屋キャンベル会津若松店

新潟市西区山田

新潟市中央区

新潟市中央区

新潟市秋葉区

新 潟 市 東 区

聖 籠 町 蓮 野

五 泉 市 村 松

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 論 瀬

五 泉 市 船 越

阿賀野市北本町

阿賀野市保田

阿 賀 町 石 間

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 津 川

阿 賀 町 白 崎

福島県会津坂下町

福島県会津若松市

福島県会津若松市

河
川
懇
談
会
要
望

＊
令
和
三
年
度
＊

国
へ
の
要
望

•

自
然
再
生
や
環
境
整

備
に
配
慮
し
た
工
事

•

早
出
川
と
阿
賀
野
川

と
の
出
合
地
点
に
膨

脹
す
る
堆
積
砂
の
除

去

•

小
阿
賀
野
川
の
樋
門
、

閘
門
に
魚
道
の
設
置

•

渡
場
床
固
め
に
近
代

的
魚
道
の
設
置

•

カ
ワ
ウ
の
棲
み
か
に

な
っ
て
い
る
樹
木
伐

採
等
の
整
備

•

護
岸
工
事
完
了
後
の

残
骸
の
撤
去
（
草
水
、

釣
浜
地
区
）

新
潟
県
へ
の
要
望

•

早
出
川
ダ
ム
の
夏
期

の
適
正
な
貯
水
量
確

保
と
生
態
系
が
保
持

で
き
る
流
量
の
放
水

•

河
川
工
事
に
お
い
て
、

大
石
を
残
す
な
ど
、

魚
に
や
さ
し
い
環
境

整
備

•

農
業
・
集
落
排
水
の

汚
濁
水
流
入
防
止
策

•

農
業
用
頭
首
工
の
魚

道
整
備
改
善

•

安
野
川
の
護
岸
が
高

い
た
め
川
辺
へ
の
降

り
口
の
設
置

　
広
報
紙
「
鱗
河
」
の
編
集
委
員
長
と
し
て
六
年

間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
十

五
号
を
最
後
に
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長
　
佐
久
間
　
勇
夫
）

（明治後期～大正期、提供：田辺修一郎氏）

　
第
六
十
二
回
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
議
案
異
議
な
く
承
認

　
理
事
選
挙
二
十
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
職
五
名
新
人
五
名
が
当
選

　
サ
ク
ラ
マ
ス
春
操
業
資
源
保
護
の
た
め
三
年
間
中
止
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
別
項
特
集
記
事
）

　
組
合
活
性
へ
　
新
役
員
抱
負
を
述
べ
る

　
理
事
の
役
割
　
更
に
細
分
化
へ

　
令
和
元
年
新
潟
県
内
水
面
振
興
計
画
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
設
置
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
県
が
設
置
し
て

い
る
が
本
県
は
未
設
置
で
あ
っ
た
。

　
小
生
が
最
も
重
要
視
し
た
の
が
、
「
河
川
環
境
の
保
全
」
で
あ
っ
た
。
従
来
の
河
川
法
に
は
な
か
っ
た

が
、
平
成
に
入
っ
て
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
設
置
は
名
ば
か
り
で
何
ら
運
用
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
思
う
。
鮭
マ
ス
の
遡
上
に
活
気
を
見
せ
、
踊
る
ア
ユ
の
銀
鱗
に
歓
喜
し
た
昭
和
は
遠
く
な
っ
た
。

　
河
川
の
自
然
環
境
は
、
こ
の
九
十
年
間
で
大
き
く
変
貌
し
た
。
水
量
日
本
一
と
言
わ
れ
た
大
河
も
些
か

色
あ
せ
た
が
、
県
振
興
計
画
に
も
「
河
川
環
境
の
保
全
」
が
謳
わ
れ
た
。
水
量
の
極
端
な
減
少
か
ら
、
河

床
の
自
然
耕
耘
が
行
わ
れ
ず
目
詰
ま
り
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
産
卵
床
の
活
性
と
ア
ユ
の

エ
サ
で
あ
る
藻
の
活
性
も
極
め
て
低
い
状
況
に
あ
る
。
自
然
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
に
、
大
昔

に
取
り
決
め
た
契
約
を
今
の
環
境
下
で
適
用
し
て
い
て
は
、
阿
賀
野
川
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
近

代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
多
面
化
し
て
い
る
。
ダ
ム
の
運
用
規
定
を
見
直
し
、
現
況
に
あ
っ
た
運
用
に
か

え
る
に
は
県
が
先
頭
に
立
ち
、
未
来
永
劫
河
川
が
人
々
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
「
阿
賀

野
川
振
興
計
画
」
の
推
進
を
図
っ
て
戴
く
こ
と
を
切
に
念
願
し
た
い
。 

（
寄
稿
／
元
振
興
計
画
策
定
委
員
・
村
山
賢
二
）

　会津と東蒲原の森林は宝の宝庫であった。昭和三十年代後半までは材木の運

搬は「筏」であった。新潟港には一週間ほどで下り、材木は日本の高度成長に

大きく貢献した。一方「揚川船」は、新潟港より、米・塩・たんぱく源など生

活必需品を上流へ運び、津川港から陸送で、会津地方に届けた。以後、物流は

鉄道へ陸路へと移り、昭和四十年初頭にはその役目を終えていった。

　６月22日に東蒲原漁協と合同調査として実施した。ダムゲートが余剰水

を放流することから、アユ、鮭マス類の遡上魚が余剰水に集まり、これをカ

ワウやサギ等が飽食している現場を視察し、このままでは放流事業が成り立

たないことから、新たな魚道の設置や、群れ魚の一括採捕から

上流へ汲み上げ放流など要望した。しかし、これに係る費用負

担や魚道設置には後向きの対応だった。川はいつの世も時代に

翻弄される。

内
水
面
振
興
計
画
は
ど
う
か
機
能
し
て
い
る…

。

揚川ダム遡上障害を視察

懐かしき阿賀の風物詩

仙見川 夏針 河川公園
アユの放流（R3.6.8）

アユ放流、岩谷ふ化場

安野川　百津地区
サケの放流（R3.3.28）

サケ稚魚放流
水戸野頭首工下流（R3.2.26）

　阿賀流域の物産を集荷し、各施設で加工販売へ。

鍵は、集荷システムか。組合員の全面的協力が不

可欠。具体的計画スケジュールは、新役員会の決

定を受け実施へ。スタートは９月中旬頃を目指し

ています。

昨年は試し、今年が本番…？

新たな取り組み紹介

　組合では、新しい若い組合

員を募っています。

　皆さんの参加で、阿賀野川

の未来をつくってください。

　清流阿賀は、日本一の大河

です。

　女性の方大歓迎です。

☎0254－99－1031

新しい時代の
組合づくりに

参加しませんか !!

新規
組合員
募集

真剣に、慎重に、投票!! 24年ぶりの選挙になった。これが活性への起爆剤となれと願う組合員も真剣な眼差しをおくる。
 （五泉市福祉会館 2021．6．20）

東北電力関係者と現地調査

岩越鉄道沿岸風景 + 小松の逆帆（阿賀野市小松）津川町の川港に集積された筏・奥は麒麟橋

鮭マス漁業従事者の激減による地先の維持は、組合最大の懸案!!

※組合員の減少した地先や空き地先へ、組合員なら（地区の同意）誰でも入漁できるよう、新しい操業形態の構築にそろ

そろ取り掛からなければならない。それは、空いた地先へ、他団体が河川保護の名目で、漁業権を取得したい動きも聞

かれる中、早めの対応が必要であると思う。

祖先から受け継いだ川文化の継承は、我々流域住民の責務として、後世に贈らなければならない。 （管理委員会）


